
その対策は何のため？
～工事現場安全パトロール～

（六角川編）

武雄河川事務所
最近の話題

▲ 安全パトロール状況

参加者全員による
チェック！

☆ 参加者の声☆
・音声看板による注意喚起や車止対策等参考になった。
・狭い範囲の現場の中で工夫しているところが随所に見られた。自分の現場
にも取り入れたい。

『工事事故“ゼロ”』を目指す武雄河川事務所では、「工事現場における安全意識の向上、安全施工事

例の共有」を目的に、２月２４日、先日の松浦川管内パトロールに続き、佐賀・武雄の両労働基準監督署参

加の下、職員・請負業者総勢約２５名により、六角川及び牛津川管内の工事安全パトロールを実施しました。
安全パトロール後は、参加者全員での活発な意見交換がなされました。特に、労働基準監督署からは、

◆設置の安全対策には意味があり、設置した意図をＫＹ活動等で従事者へ徹底して不安全行動を根絶する。
◆ＫＹの内容を作業員が守らず、事故が発生した場合は、極めて重大な問題であり、自分たちで決めたルール
は必ず遵守する。

との熱い指導を頂き、とても有意義なパトロールとなりました。参加者は、各自の現場で取り入れるべき点、

改善すべき点等をお土産に、年度末に向けさらなる安全管理強化の必要性・重要性を再確認しました。

◆総評
・本日の安全パトロールで気づいた良いところは、各々の現場で是非取り入
れて頂き、また、改善等の指摘があったところは改善し、作業員への安全教
育を徹底して頂くことで無事故での工事完成をお願いします！！

反省会

労働基準監督署の鋭い目が光る！


